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入社 3年目に開発 した
情報検索装置

.|‐ 1申‐弓響↑■ ||‐ |‐■‐  |‐ |

露驚:;軍|まZす婁行葉‐撃窒撃嘉二僣三単轟基
昭和30年 (1964)東北大学大学院修士課程修●

■■轟雛菫臨|
|‐  ■   ‐伸台工場 |■     ‐

:IXI ■

ソニ■ (株)での主な経歴 ‐ ‐ |
研究部 情報検索機の開発 ‐ | ■ |
■VTRを静止画記豪装置に改造し文畿検索
に応用する

中央研究所から家庭用N/TR開発部に移動
ベータマックスを開発

ベーターマクスが順調に立ち上がると次の開発に移る。 :
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ソニーとしてポストVTRとし
て何を開発すべきか

市場調査をした結果Word
Processorである。

構 潟 宰 科 大

Jヽ型フロッピー
デイスクの提案

開発前の背景
1970 8イ ンチフロッピーディスクの発表 (IBIIa)
1972 4ビ ットマイクロプロッセサーの発表

(イ ンテル社)

1973 「8008」 発表    (イ ンテル社)
1974 「8080」 発表     (イ ンテル社)

マイコンキット「Altair 8800]発 表

lMI猟確D
1975  3asic Altairに搭載   (ビルゲイツ)

「6800」 発表    (モ トローラ機
1976  5.25イ ンチフロッピーディスクの発表

(シュガートアソシエイ ト社)

3.5インチフロッピーディスク開発前の背景
1970 8イ ンチフロッピーディスクの発表 (IB曖土)
1972 4ビ ットマイクロプロッセサーの発表

嶋正利 (ビジヨン)開発  (イ ンテル社 )
1973 「8008」 発表    (イ ンテル社 )
1974 「8080」 発表     (イ ンテル社 )

マイコンキット「■ltair 8800]発表

lMITS社)

1975  Basic Altairに搭載   (ビルゲイツ)
「6800」 発表    (モ トローラわ

1976  5.25イ ンチフロッピーディスクの発表
くシュガートアソシエイト社)

構 纂 議

小型コンピュータの出現する条件

1.マイクロプロセッサーの出現
インテル  8080

2.簡易プログラム言語の開発
Basic

3.小型フロッピーディスクの出現
5.25 インチフロッピーディスク

接 丼 幕 蒋 人
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1976 ザイログ社   「Z-80コ 発表
アップル社設立  「アップル I」 発売
NE Ctt   rTK-80]キ ット 発売

1977 アップル社   「アップルⅡ」発売
コモドール社  「PET200-lJ発 表
タンディイ社  「TRS 80」 発売

1977  8イ ンチ、5イ ンチフロッピーの信頼性に問題があることに
気が付いていた。

1978 東 芝  日本語ワープロ「JW-10」 発売
インテル社  16ビ ットマイコン 「8086」 発表

1979 NEC社  「PC-8001J 発売
1980ソニー社 「3.5インチフロッピーディスク』発表

設計目標

小 型   3。 5イ ンチ
大容量  l MB
高信頼性 従来の不備を直す

信頼性改善案

プラスチックケース採用

シャッターを付ける

芯金を採用する

レ̈
一臨
切

回58

□・
・
暑》

画ギ
癬・

構来事科 人摯

性 能 8イ ンチ
(両面)

5.25イ ンテ
(両面) 針 ω

記憶容量 1 6MB 437 5KB 437 5KB

記 蠍 密 度

(い
6816 5456 7610
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トラック数 154
(77× 2)

70
(35× 2)

70

回転速度

(甲 m)
360 600

αЫめ
500 250 500
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1980年 12月 に新聞発表した時のフロッピーディスクとドライプの写真

構 澪 幕 科 人 撃

◎

1980年 12月 に発表された
ソニー製薬文ワープロ

シリーズ 35
3.5インチフロッピーディスク
ドライプが2台搭載されている
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3.5インチフロッピーデイスクの標準化の経緯

1980年 3.5インチFDの製品発表

1981年 4月 NCCで発表

1981年 5月 IEEE学会発表

3.5イ ンチフロツピーデイスクの標準化の経緯

1981年 11月 米国で小型FDのコンソーシアム
MICが出来るc

1981年 12月 23日 3イ ンチFDの製品発表1日立、
松下、マクセル

1982年 HP社が3.5イ ンチ採用決定
1982年 Dysan3.25イ ンチFD提案
1983年 1月 ANSIに提案IMIC,ソ ニー)
1983年2月 Dysan3125イ ンチFDANSlに提案
1983年4月 IBM4イ ンチFD発表

1981 4月 フランスのグルノープルで開かれた国際磁気学会
で35インチフロッピーディスクを発表する。
会場で思師の東北大学岩崎教授(中央)と会う。

JIS  : 日本工業標準
(情報処理学会、 日本電子工業振興協会)

ANSI : 米国標準規格協会
Amerloan Hatlonal StandaFdS InStitute

ECMA : ヨーロッパ電子計算機工業会
European Computer■ IanuFacturer A33●●latlon

ISO : 国際標準化機構
Internatlona1 0rgan■ なtion foF StandardLな tio■
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3.5インチフロッピーディスクの標準JLの経緯

1983年 11月  APPLE43,5イ ンチFD導入決定
198444月  日本ISOTC97-SCll会議開かれる。
198獨F5月  ANSIX3B8会議ワシントン∝で開

かれる

1984T10月 ISO会議ベルリンで開かれる.

1984年 11月 情報処理特別委員会で

3.5イ ンチFDの規格化を決定

1985年 8月  ソニー2MBFDA表
1985年  

“

鵬審議開始

1987年   IBM2 3.5イ ンチFD採用決定

35インチのフロッピーディスクをマツキントッシュに採用した
当時のステ・r―ブ→柏プス氏(29歳 )

世界の3.5インチは

ソニーから始まつた
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1956年
世界最初のハード

ディスクドライブ

(RAMAC IBMttL)

直径 24インチ

ディスク板50枚
容量 5MB

最近のハードデイスタのコ籠警度は最初の数千万僣を選している

19804Fftll月卜  5.25" HDD
5MB～ 10MB

1980年代後半  3.5'' HDD
20MB-100MB

1990年代前半  2.5'HDD
100MB～ 500MB

以後

3.5"デスクトプ用  2.5"ノートブック用
1995年    lGB/drive
2000年   10GB/drive
2005年   100GB/drive
1010年    lTB/drive

*パソコンの応用範囲が広まり基本ソフトが
大きくなる。
*安価なハードディスクが出てきた。
* 取り扱うデータも画像や音声が含まれて
きた。

CD―ROM,CD― R,DVD,BD
USBメ モリー

プレーステーションの誕生秘話

* 2インチマビカフロッピーの開発
*任天堂との共同作業
ホ ソニー製ゲーム機を開発(1994)
プレーステーシヨンと名付ける

岬下 謳
Mavica黒圏騒拙脇

=冨
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1999年ソニー (株)定年選社し第‐
になる.その年にIEEE学会からフェローの称号を授
与される。2000年 にライフフェローとなる

製品のライフサ イクル

デンマークの博物館に展示されていた3.5
インチフロッピーディスクドライプ

構 残 率 科

ヴオルデマール・ポールセン(1869～ 1942)

デンマークの技術者
磁気記録方式の発明者

コベンハーゲンに彼の
発明品が展示された博
物館がある


